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令和５年度一般財団法人調布市武者小路実篤記念館 

第１回定時理事会議事録 

 

日時  令和５年５月２日（火） 

    午後１時３０分 開会 

場所  調布市武者小路実篤記念館 

    地下作業室 

 

 

出席理事（５人） 

      理事長     武者小路 知行 

      常務理事    柏 原 公 毅 

      理事      小 林 達 哉 

      理事      安 本 登喜子 

      理事      濱 嶋   稔 

 

出席監事（２人） 

      監事      新 井 七 吾 

中 川 恵 之 

              

事務局   事務局長    福 島 さとみ 

主幹      伊 藤 陽 子 

      事業係長    石 井 めぐみ 

      総務係主任   清 水 想 史 

  総務係主事   岸   佑 香 

     

 

陪 席 

郷土博物館 館長      早 野 賢 二 

郷土博物館 事業管理係長  大 森 旬 子 

 

（午後３時 閉会） 
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［議事次第］ 

         －理事長挨拶－ 

 

第１ 議題 

 （１）審議事項 

     議案第１号 一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議

員会に提出する理事候補者について 

     議案第２号 一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議

員会に提出する理事候補者について 

     議案第３号 一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議

員会に提出する理事候補者について 

     議案第４号 一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議

員会に提出する理事候補者について 

     議案第５号 一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議

員会に提出する理事候補者について 

     議案第６号 一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議

員会に提出する理事候補者について 

     議案第７号 一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議

員会に提出する監事候補者について 

     議案第８号 一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議

員会に提出する評議員候補者について 

     議案第９号 一般財団法人調布市武者小路実篤記念館令和４年

度事業報告の承認について 

     議案第１０号 一般財団法人調布市武者小路実篤記念館令和４

年度収支決算の承認について 

     議案第１１号 令和５年度役員賠償責任保険の契約について 

     議案第１２号 一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評

議員会に提出する「一般財団法人調布市武者小路

実篤記念館役員等の報酬等及び費用支給の基準に

関する規則の一部を改正する規則」について 

     議案第１３号 令和５年度第１回定時評議員会招集について 

 

 （２）報告事項 

     報告第１号 理事長及び常務理事の職務執行状況について 
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     報告第２号 令和４年度調布市財政援助団体等監査結果につい

て 

     報告第３号 令和５年第２回調布市議会定例会に提出する一般

財団法人調布市武者小路実篤記念館の経営状況報

告について 

 

 （３）その他 
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○事務局長  それでは、定刻になりましたので、令和５年度一般財団法

人調布市武者小路実篤記念館第１回定時理事会を開催いたします。 

 なお、本日の理事会には、調布市において本財団の所管部署である郷土

博物館から早野館長と大森係長が陪席されておりますので、あらかじめ御

報告いたします。 

 初めに、理事長の武者小路知行から御挨拶を申し上げます。 

○武者小路理事長  お忙しいところ、ありがとうございます。 

 今日は大変お天気もよくて、爽やかなのですけれども、寒い日があった

り、暑い日があったり、いろいろ大変です。また、行動制限がなくなった

ということで、いろんな意味でまた新たにということもあるかもしれませ

んので、皆さん方も御健康にはぜひ御注意いただいて、これからの運営の

ほうもよろしくお願いいたします。 

○事務局  ありがとうございます。 

 それでは、理事会の議長は一般財団法人調布市武者小路実篤記念館の定

款第３３条の規定により、理事長が行うこととなっておりますので、武者

小路理事長、よろしくお願いいたします。 

○武者小路理事長  それでは、議長を務めさせていただきますので、議

事進行につきましては、皆様の御協力をお願いいたします。 

 まず初めに、本日の理事会の定足数について、事務局から報告をお願い

いたします。 

○事務局  本日は、理事６人中５名が出席しており、定足数を満たして

おりますので、一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定款第３４条に定

める定足数に達していることを報告いたします。 

 また、本日は監事お二人も御出席いただいております。 

 以上です。 

○武者小路理事長  ただいま報告がありましたとおり、本理事会は定足

数に達しているため成立しております。よって、次第のとおり議事を進め

てまいりますので、よろしくお願いします。 

 なお、本理事会の議事録の署名につきまして、一般財団法人武者小路実

篤記念館の定款第３７条の規定により理事長の私と本日出席されている新

井七吾監事、中川恵之監事にお願いすることといたします。 

 では、次第の第１、議題について議事を進めてまいります。 

 まず、審議事項です。議案第１号から第６号まで、「一般財団法人調布

市武者小路実篤記念館定時評議員会に提出する理事候補者について」を議
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題といたします。全て定時評議員会に提出する理事候補の提案であります

ので、説明は一括で行い、その後個別に質疑と採択を行いたいと思います

が、御異議ございませんでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○武者小路理事長  異議なしと認め、それでは事務局から説明をお願い

いたします。 

○事務局  議案第１号から第６号まで、「一般財団法人調布市武者小路

実篤記念館定時評議員会に提出する理事候補者について」、御説明させて

いただきます。 

 一括で御説明させていただきます。 

 説明に入ります前に、新たな理事候補者６名の方において、手元に略歴

書を配付させていただきますので御覧ください。 

 なお、本日配付する略歴書は決議後に回収させていただきます。 

 それでは、配付をお願いします。 

（略歴書配付） 

○事務局  それでは、説明させていただきます。これまでの理事の任期

が２年で、令和５年５月の定時評議員会までとなっております。理事の任

期満了に伴い、改めて理事会で理事候補者を決議いただいた後、その候補

者について評議員会で選任をお願いするものでございます。 

 理事候補者名簿の上から順にというか、略歴書の順でございます。議案

第１号の理事候補者は武者小路知行氏、議案第２号の理事候補者は柏原公

毅氏、議案第３号の理事候補者は小林達哉氏、議案第４号の理事候補者は

田波利明氏、議案第５号の理事候補者は安本登喜子氏、議案第６号の理事

候補者は濱嶋稔氏でございます。６名の方は、いずれもこれまで理事をさ

れてこられましたが、改めて理事候補者としてお願いいたしたく、よろし

く審議のほどをお願い申し上げます。 

 理事の任期は２年、令和７年５月予定の定時評議員会までとなっており

ます。 

 説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○武者小路理事長  それでは、事務局から議案第１号から第６号までの

説明がありました。質疑と採決は１人ずつ行います。 

 ではまず初めに、議案第１号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館

定時評議員会に提出する理事候補者」、武者小路知行について御質問はご

ざいませんでしょうか。 
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（「なし」の声あり） 

○武者小路理事長  特になしということですので採決を行います。 

 議案第１号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員会に提

出する理事候補者について」、武者小路知行を候補とすることに異議はご

ざいませんでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○武者小路理事長  それでは、異議なしと認め、議案第１号「一般財団

法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員会に提出する理事候補者につい

て」、承認するということにいたします。 

 それでは次に、議案第２号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定

時評議員会に提出する理事候補者」、柏原公毅氏について御質問はござい

ませんでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

○武者小路理事長  特に質問はないということですので採決を行います。 

 議案第２号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員会に提

出する理事候補者について」、柏原公毅氏を候補とすることに異議はござ

いますか。 

（「異議なし」の声あり） 

○武者小路理事長  それでは、異議なしと認め、議案第２号「一般財団

法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員会に提出する理事候補者につい

て」は、承認することといたします。 

 次に、議案第３号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員

会に提出する理事候補者」、小林達哉氏について御質問はございますでし

ょうか。 

（「なし」の声あり） 

○武者小路理事長  特にないということですので採決を行います。 

 議案第３号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員会に提

出する理事候補者について」、小林達哉氏を候補とすることに異議はござ

いませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○武者小路理事長  それでは、異議なしと認め、議案第３号「一般財団

法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員会に提出する理事候補者につい

て」は、承認するということに決定いたしました。 

 次に、議案第４号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員
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会に提出する理事候補者」、田波利明氏について御質問はございませんで

しょうか。 

（「なし」の声あり） 

○武者小路理事長  特にないということですので採決を行います。 

 議案第４号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員会に提

出する理事候補者について」、田波利明氏を候補とすることに異議はござ

いませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○武者小路理事長  それでは、異議なしと認め、議案第４号「一般財団

法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員会に提出する理事候補者につい

て」は、了承することといたします。 

 次に、議案第５号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員

会に提出する理事候補者」、安本登喜子氏について御質問はございません

でしょうか。 

（「なし」の声あり） 

○武者小路理事長  それでは、採決を行います。 

 議案第５号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員会に提

出する理事候補者について」、安本登喜子氏を候補とすることに異議はご

ざいませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○武者小路理事長  それでは、異議なしと認め、議案第５号「一般財団

法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員会に提出する理事候補者につい

て」は、了承することと決定いたしました。 

 次に、議案第６号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員

会に提出する理事候補者」、濱嶋稔氏について御質問はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○武者小路理事長  それでは、採決を行います。 

 議案第６号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員会に提

出する理事候補者について」、濱嶋稔氏を候補者とすることに異議はござ

いませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○武者小路理事長  それでは、異議なしと認め、議案第６号「一般財団

法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員会に提出する理事候補者につい

て」は、了承することと決定いたしました。 
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 事務局は、議案第１号から第６号に関わる略歴書を回収してください。

（略歴書回収） 

○武者小路理事長  それでは、続きまして、議案第７号「一般財団法人

調布市武者小路実篤記念館定時評議員会に提出する監事候補者について」、

議題といたします。 

 議案第７号について、事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局  議案第７号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評

議員会に提出する監事候補者について」です。 

 説明に入ります前に、新たな監事候補者の方について、お手元に履歴書

を配付させていただきますので御覧ください。 

 では、配付をお願いします。 

（略歴書配付） 

○事務局  議案第７号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評

議員会に提出する監事候補者について」、上記の議案を提出する。令和５

年５月２日。提出者、一般財団法人調布市武者小路実篤記念館理事長、武

者小路知行。提案理由、一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定款第３

５条の規定により、理事会の決議を求めるため提案するものでございます。 

 このたび、令和５年５月１９日をもって監事の新井七吾氏が退任されま

す。このため、調布市内で公認会計士、税理士事務所を主宰し、社会福祉

法人かしのみ福祉会評議員などで活躍されている本多秀毅氏を監事候補者

としてお願いしたく、御審議のほどお願い申し上げます。 

 なお、任期は新井監事の残りの期間、令和７年５月予定の評議員会まで

となっております。 

 説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○武者小路理事長  ただいま事務局から議案第７号の説明がありました。 

 初めに、議案第７号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議

員会に提出する監事候補者」、本多秀毅氏について御質問はございますで

しょうか。 

（「なし」の声あり） 

○武者小路理事長  それでは、採決を行います。 

 議案第７号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員会に提

出する監事候補者」について、本多秀毅氏を候補とすることに異議はござ

いますか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○武者小路理事長  それでは、異議なしと認め、議案第７号「一般財団

法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員会に提出する監事候補者」につ

いては、了承することといたしました。 

 それでは、事務局は略歴の回収をお願いいたします。 

（略歴書回収） 

○武者小路理事長  続きまして、議案第８号「一般財団法人調布市武者

小路実篤記念館定時評議員会に提出する評議員候補者について」を議題と

いたします。事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局  議案第８号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評

議員会に提出する評議員候補者について」の説明に入ります前に、新たな

評議員候補者の方について、お手元に略歴書を配付させていただきますの

で御覧ください。 

（略歴書配付） 

○事務局  それでは、説明させていただきます。 

 議案第８号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員会に提

出する評議員候補者について」、上記の議案を提出する。令和５年５月２

日。提出者、一般財団法人調布市武者小路実篤記念館理事長、武者小路知

行。提案理由、一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定款第３５条の規

定により、理事会の決議を求めるため提案するものであります。 

 それでは、略歴書を御覧いただきながら御説明させていただきます。 

 このたび、令和５年５月１９日をもって評議員の齋田文雄氏が退任され

ます。このため、調布市で調布市基本構想策定推進市民会議委員や環境保

全審議会委員などを歴任され、現在武者小路実篤記念館の地元である若葉

小学校地区協議会会長や若葉小学校評議員として活躍されている藤丸卓男

氏を評議員候補者としてお願いしたく、御審議をお願いしたいと存じます。 

 この候補者については、評議員会でこの決議をいただいた後、評議員会

で選任をお願いするものでございます。 

 なお、任期は齋田評議員の残りの期間、令和７年５月の予定の評議員会

までとなっております。 

 説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○武者小路理事長  ただいま事務局から、議案第８号「一般財団法人調

布市武者小路実篤記念館定時評議員会に提出する評議員候補」、藤丸卓男

氏について御質問はございませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○武者小路理事長  それでは、採決を行います。 

 議案第８号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員会に提

出する評議員候補者」について、藤丸卓男氏を候補とすることに異議はご

ざいますか。 

（「異議なし」の声あり） 

○武者小路理事長  異議なしと認め、議案第８号「一般財団法人調布市

武者小路実篤記念館定時評議員会に提出する評議員候補者」については、

了承することと決定いたしました。 

 それでは、事務局は略歴のほうの回収をお願いいたします。 

（略歴書回収） 

○武者小路理事長  それでは次に、議案第９号「令和４年度一般財団法

人調布市武者小路実篤記念館事業報告の承認について」を議題といたしま

す。 

 それでは、事務局から説明をお願いします。 

○事務局  議案第９号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館令和４

年度事業報告の承認について」、上記の議案を提出する。令和５年５月２

日。提出者、一般財団法人調布市武者小路実篤記念館理事長、武者小路知

行。提案理由、令和４年度一般財団法人調布市武者小路実篤記念館事業報

告の承認を求めるため、提案するものであります。 

 まず、お手元にございます事業報告案と本日配付いたしました中に、事

業報告の参考資料、写真を載せた、こちらの資料もございますので、こち

らと両方御覧いただきながら御説明をさせていただきたいと思います。 

 それでは、事業報告案のまず１ページ目のところからでございます。令

和４年度は、一般財団法人調布市武者小路実篤記念館が発足して９年目を

迎え、指定管理者としての業務は２期目、１０年の４年目となりました。 

 ２ページですが、枠外のところですけれども、令和４年度は実篤記念館

の外壁及び屋上防水改修工事のため、１１月２９日から令和５年３月３日

まで臨時休館をいたしております。 

 それでは、（１）展示事業のほうから御説明をしてまいります。 

 春の特別展は、「人間萬歳－実篤と狂言－」という展覧会を開催いたし

ました。こちらは実篤自身が一番好きな作品として挙げる「人間萬歳」が、

発表から１００年を迎えるのを機会に、作品について背景や演劇への広が

りなどを深く掘り下げて御紹介をいたしました。 

 秋の特別展「受け継がれてきたもの－武者小路家ゆかりの名品－」は、
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継続的に御遺族から御提供いただいております資料の調査・研究の成果と

いたしまして、江戸時代前期に創立された武者小路家の先祖に関する資料

と御遺族の手元に残っていた実篤に関連する資料など、武者小路家に受け

継がれてきたものを紹介する展覧会といたしました。 

 令和４年度は、調布市文化会館たづくりの展示室で移動展を開催してお

ります。こちらは、「人生の旅人に幸あれ－実篤の言葉を味わう－」と題

しまして、画賛や文学作品の一節から「名言」として取り上げられる実篤

の言葉を紹介し、物事の明るい面を見て、希望を見出す実篤の言葉を味わ

っていただくという機会といたしました。 

 続きまして、３ページ目で、普及事業のところでございます。 

 令和４年度に開催した中で、特徴的なところを御説明してまいります。 

 令和４年度には、初めて、秋の特別展の関連講座で、オンラインによる

ライブ配信を行いました。これまでＹｏｕＴｕｂｅなどへの録画での配信

はしておりましたが、初めてのライブ配信となります。こちらは、このラ

イブ配信におきましては、遠隔地からの参加者がかなり多くを占めまして、

これまで地理的な条件で参加できなかった方にも実篤への関心をつなげて

いただける機会となったということで、今後もオンライン配信を効果的に

活用してまいります。 

 例年夏休み期間に合わせて行っております夏休み自由研究サポートは、

３年ぶりに館内での開催をいたしました。 

 イの学校教育との連携でございますけれども、平成２４年度から実施し

ております図書館でのパネル展示につきましては、令和４年度は新しくク

イズ形式でイラストを多用したパネルを１種類新たに制作いたしました。 

 博学連携につきましては、授業に利用しやすいように２分程度に短くま

とめた動画を制作いたしました。実篤の詩の朗読で２本、それから実篤公

園の自然の解説を７本制作いたしまして、ホームページで公開をしており

ます。 

 また、これまで学校との連携に加えまして、令和４年度は学童クラブと

の連携に初めて取り組むことができました。２か所で出張授業を行い、こ

れにつきましては、学童クラブのほうからも継続について御提案いただい

ておりますので、今後も発展をさせてまいりたいと考えております。 

 続きまして、４ページのウです。ボランティア事業です。ボランティア

活動は、「ガイド」「普及事業」「環境整備」「ＰＣ入力」の４グループ

で活動しております。令和４年度は４月からボランティアガイドの活動を
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再開し、気候の厳しい時期を除きまして、通年で実施することができまし

た。また、在宅でできる活動として、令和３年度より試験的に始めました

テキスト入力、在宅でしていただいている実篤の自伝小説のテキスト入力

を定例の活動といたしました。 

 オの広報事業です。実篤記念館の事業活動、また実篤記念館や実篤公園

の魅力について、広報を積極的に活用して周知に努めております。ツイッ

ターのアカウントを利用いたしまして、きめ細かい情報の提供に努めてま

いりました。 

 「印刷物編集・刊行事業」では、特別展のパンフレットなどに加えまし

て、たづくりでの移動展「人生の旅人に幸あれ」に合わせまして、『武者

小路実篤明言集 生きるなり』を編集・刊行いたしました。こちらは新聞

などにも取り上げられたこともありまして、全国各地から問い合わせをい

ただき、御購入いただきまして、年度内に増刷をするところに至りました。 

 （３）の資料収集・管理事業でございます。 

 アの資料収集につきまして、令和４年度は、寄贈・購入を合わせまして、

２３２点を収集いたしました。 

 ５ページの（４）資料整理・保存事業でございます。資料の状態の維

持・改善のため、修復などを行っております。こちらは本日お配りしまし

た事業報告参考資料の中の４ページに実際にどのような修復をしたかとい

うのを写真で御紹介しております。実篤の先祖の江戸時代の資料につきま

して、損傷が激しかったものをこのような形で修復をして、実際に展覧会

に活用するところまで行きました。また、オリジナルの資料を傷めないた

めに、保存と公開の両立を図るために、「欧米旅行日記」のうち、２か所

について複製を制作いたしました。 

 （５）閲覧サービス・情報公開事業でございます。 

 アの閲覧サービスですが、閲覧室での開架図書を中心とする一般閲覧と

レファレンス業務などで利用者のニーズのくみ上げをして、丁寧な対応を

心がけてまいります。特別閲覧では、専門的な知識と情報を活用して、高

度な質問や調査にも対応いたしました。 

 イの情報公開事業でございます。引き続き情報提供システムの運用を進

めてまいりました。中でも、この情報提供システムにつきましては、次期

システムのリニューアルに向けての財団内での検討を実施いたしました。

また、現在のシステムが稼働から時間がたっておりますので、安定的に運

用できるように努めてまいりました。 



１３ 

 （６）調査・研究事業につきましては、特別展を中心としてさまざまな

御協力をいただきながら他館資料、個人資料などの調査を実施しておりま

す。 

 （７）の自主事業でございます。ア 物品販売です。恒例となっており

ますバレンタインシーズンの限定チョコレートにつきましては、令和４年

度は４，８００個を製造いたしまして、１月２０日から販売を開始いたし

ました。なお、たづくりの移動展につきましては、会期が発売前に終了し

てしまうということで、最後の１週間を先行販売という形で会場での販売

を行わせていただきました。店頭での販売につきましては、バレンタイン

デー前日までに販売が終了しております。また、前年度から導入いたしま

したオンラインショップが好評を博しまして、当初の予定よりも１００個

追加して販売をいたしました。オンライン販売には大きな反響がありまし

たことから、今後も活用を検討してまいりたいと考えております。 

 ６ページ、イの自主事業でございます。さまざまな自主財源の確保とし

て販売などにおいての収益を活用いたしまして、一つは工事の終了に伴う

再開館に合わせて、桐朋学園大学の学生による「観梅のつどいコンサート」

を開催いたしました。もう一つは、たづくりでの移動展に合わせて、朗読

会を開催いたしました。この朗読会につきましては、４年ぶりでの対面で

の開催ということでございます。また、自主事業といたしまして、施設管

理に関するアドバイザーを委託して、財団が実施する施設管理などについ

て助言をいただいております。 

 （８）施設管理運営事業でございます。アの実篤記念館施設管理運営で

ございますが、開館から３７年が経過しておりまして、施設・整備の経年

劣化による各種不具合が発生し、件数が増加しております。令和４年度に

関しましては、調布市が実施いたしました外壁及び屋上防水等改修工事及

びエレベータピット内排水ポンプ設置工事への協力などに対応いたしまし

た。 

 ７ページ、財団運営でございます。令和元年度から指定管理期間が１０

年となり、長期的な展望を持って事業計画に取り組むことができるように

なりました。職員が安心してスキルアップに励みながら業務に当たれるよ

うに職場環境を整備し、安定した財団運営や事業内容の充実につなげるよ

うに努めております。 

 中でも、人材育成の観点でございますが、令和４年度より人事評価制度

を導入し、組織の活性化につなげました。また、労務管理についても社会
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保険労務士の助言を得ながら規則等の整備を実施いたしました。運営費用

に関しましては、効率的・効果的な事業運営を進めました。文化庁の文化

芸術活動の再興支援事業補助金等の交付を受け、また自主事業での物販事

業の収入を活用するなど、自主財源の確保を積極的に行い、事業全体の充

実を図っております。 

 なお、一番最後のところですが、調布市の監理団体として地域への貢献

を図る観点から、令和５年２月に調布市と「災害時における調布市の対応

への協力に関する協定書」を締結しております。 

 事業内容の細目につきましては、８ページから表にまとめてございます。 

 ２５ページを御覧いただきたいと存じます。調布市武者小路実篤記念館

の利用状況の報告になっております。記念館の開館日数が２３１日、そし

て、記念館の利用者数が６，４５１人、前年に対して６９４人の増となっ

ております。 

 続きまして、２６ページが、利用料金収入の報告などでございます。 

 ２７ページから２９ページまでは、管理業務の実施報告となっておりま

す。 

 ３０ページは、修繕等の実施一覧、３１ページと３２ページで役員・会

議に関する事項をまとめてございます。 

 簡単ではございますが、事業報告の御説明とさせていただきます。 

○武者小路理事長  ただいま事務局から議案第９号の説明がありました。 

 質疑、御意見等ありましたら、お願いいたします。 

 特にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○武者小路理事長  それでは、採決を行います。 

 議案第９号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館令和４年度事業報

告の承認について」、異議はございますでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○武者小路理事長  異議なしと認め、議案第９号「一般財団法人調布市

武者小路実篤記念館令和４年度事業報告の承認について」は、了承するこ

とと決定いたしました。 

 続きまして、議案第１０号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館令

和４年度収支決算の承認について」を議題といたします。 

 では、事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局  議案第１０号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館令和
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４年度収支決算の承認について」、上記の議案を提出する。令和５年５月

２日。提出者、一般財団法人調布市武者小路実篤記念館理事長、武者小路

知行。提案理由、令和４年度一般財団法人調布市武者小路実篤記念館収支

決算の承認を求めるため、提案するものでございます。 

 少し大きいサイズでございますが、収支決算書を御覧いただきたいと思

います。 

 では、御説明させていただきます。当財団の決算については、公益法人

会計基準に準拠した財務諸表により御説明させていただきます。いずれも

右側に説明欄を設けておりますので、説明と合わせて御覧ください。 

 １ページ目を御覧いただきたいと思います。令和４年４月１日から令和

５年３月３１日までの収支計算書でございます。一般会計と特別会計を分

けて作成しており、左から予算額、決算額、差異、説明としては主な収入

や支出の内容を表しています。説明欄に収入、支出の内容について記載し

ておりますので、差異の大きな項目を中心に説明させていただきます。 

 まず１ページ、一般会計、収入でございます。一般会計、事業活動収支

の部、事業活動収入です。 

 補助金、指定管理料、受託事業収入、利用料金収入、諸収入からなりま

して、事業収入の合計は、予算額１億２，８１６万２，０００円に対して、

決算額１億２，８６３万３，２２７円、差異が４７万１，２２７円でござ

います。全体の収入としては、予算額に対して１０４％でございます。主

な収入として大きく数字が変わりますのが、４利用料金収入でございます。

予算額１００万円に対して、決算額１４０万２，５５０円でございます。

これは実篤記念館の頒布料収入の中で、実篤明言集『生きるなり』の頒布

料収入が増となりました。予算額３５万円に対し決算額７４万６，３５０

円、差異が３９万６，３５０円となっており、予算割合は２１３．２％に

なります。 

 また、５諸収入、３雑収入でございます。決算額３０１万１，６０５円

でございます。自動販売機飲料の売上げ、それから文化芸術活動の再興支

援事業費補助金が２６０万８，０００円と電気料金補助金２０万円が主な

収入となっております。 

 次に、事業活動支出でございます。１管理費支出、財団職員の非常勤職

員、それから臨時職員の人件費と財団運営に関わる事務費でございます。

管理費支出の合計が、予算額８，８０４万３，０００円に対して、決算額

８，４９２万１，１３５円、差異は３１２万１，８６５円でございます。
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管理費全体の執行率は９６．５％となります。 

 次に、人件費です。人件費の合計は、７，８１９万１，０００円の予算

額に対して、決算額が７，５６２万７，５２５円となり、差異が２５６万

３，４７５円ございます。人件費全体の予算執行率は９６．７％となりま

す。差異が大きいのが職員の諸手当で、６８万１，６３４円の差異がござ

います。これは、職員の時間外手当の減によるものでございます。 

 次に、嘱託報酬でございます。５５万９，７３５円の差異がございます。

これは事務嘱託の１名が出勤日数の減と全体の時間外手当の減により差異

が出たものでございます。 

 次に、社会保険料支出でございます。予算額１，０９７万２，０００円

に対して決算額が９９５万８，６１３円で、差異が１０１万３，３８７円

でございます。予算執行率としては９０．８％です。介護保険対象者が減

ったこと、時間外手当の減により社会保険料の給与月額が想定より伸びな

かったことによるものが大きな理由となっております。 

 次に、２事務費支出です。予算額全体が９８５万２，０００円に対して、

決算額は９２９万３，６１０円、差異が５５万８，３９０円で、予算執行

率は９４．３％となります。 

 ２ページを御覧ください。負担金です。ぐるっとパスの負担金がござい

まして、これは年度当初に２０万円の負担金を支払います。令和４年度は、

当初支出しました２０万円全額が返還されましたので戻入れをし、２２万

８，０００円の差額となっております。 

 次に、公租公課です。決算額は１１万６，６４２円で、主に一般会計分

の消費税です。令和４年度は、消費税は特別会計と合計で１１万２００円、

そのうち消費税対象となる金額を案分し、一般会計は９万８，４２１円と

なりました。 

 次に、繰出金です。決算額７万円は、法人税を一括で支払う必要がある

ため、一般会計分の均等割額を特別会計から一括で払うために、その費用

を繰り出したものです。 

 次に、２事業費です。実篤記念館の事業に関わる費用を支出しています。

事業費支出は予算額１，８０７万６，０００円に対して決算額１，７００

万２，０２６円、差異は１０７万３，９７４円で、執行率は９４．１％で

す。 

 普及事業支出、１普及促進事業費支出でございます。予算額１，３２７

万２，０００円に対して、決算額１，２４７万１，３５２円、差異は８０
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万６４８円で、執行率は８０．４％でした。役務費は休館による展示作業

が減ったこと、美術品輸送の回数が予定より減ったことにより、差異は６

０万８，０４９円、役務費のほうで大きく差異が出ております。 

 次に２資料管理事業費支出でございます。予算額に対し決算額が１５６

万４，６３４円で、差異が２万１，３６６円、執行率は９８．７％。 

 情報提供システム事業費の支出３２１万２，０００円の予算に対して、

決算額は２９６万６，０４０円です。差異は２４万５，９６０円で、これ

は提供システムの一部機種の見直しと再リースによるリース料が減額にな

ったことによるものが大きいものでございます。 

 ４受託事業の支出はございませんでした。 

 ３施設管理費です。予算額２，１９９万３，０００円に対して、決算額

２，１９３万１，０５０円、差異６万１，９５０円、執行率は９９．７％

です。 

 １施設管理運営事業費が実篤記念館の施設に関わる経費となり、執行率

９９．７％。 

 ２実篤公園管理事業費は、日常管理に関わるものでございます。差異が

１万６，８０６円、予算執行率は９９．８％です。 

 これにより事業活動支出は、決算額１億２，３８５万４，２１１円で、

先ほどの収入に対して、収支の差額が４７２万９，０１６円となります。 

 次に３ページを御覧ください。Ⅱ投資活動収支の部は収入、支出とも０

円でございます。 

 Ⅲ財務活動収支の部、財務活動支出、返還金です。先ほどの事業活動収

支差額の４７７万９，０１６円に当たります。これにより財務活動収支差

額はマイナス４７７万９，０１６円となります。 

 次に、Ⅳ予備費でございます。予備費の予算額は５万円ですが、執行は

ございませんでした。決算額は０円になります。 

 これにより当期収支差額は０円で、一般会計前期繰越収支差額、予算額、

決算額、差異のいずれも０円となります。前期繰越収支差額は、決算額１

３万２，５６９円です。これは平成２９年度の受託事業の支出の残額分に

当たります。これにより次期繰越収支差額は同額となります。 

 次に、特別会計です。主に自主事業、ミュージアムグッズの物品販売事

業の収入から物品販売に関わる費用、自主事業の費用を支出するというよ

うな形になっております。令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで

の特別会計の収支となります。 
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 まず、Ⅰ事業活動収支の部、１自主事業収入です。決算額は４５２万３，

８８１円、差異は９０万１，１１９円で、予算割合としては８３．４％で

ございます。昨年よりは１０万円余りの物品販売の増になっておりまして、

微増がようやく増のほうへ収入が向くようになっております。 

 次に、事業活動支出です。１自主事業費支出でございます。２物品販売

事業費支出です。予算額４２５万５，０００円に対し、決算額が３４５万

３，０３３円、差異が８０万１，９６７円で予算執行は８１．２％でござ

いました。 

 次に、４ページを御覧ください。商品仕入費でございます。決算額が２

８６万１，９１３円でございます。こちらは、仕入費２７０万３，７６４

円に対して、商品期末残高の昨年度との差額から１５万８，１４９円マイ

ナスでしたので、プラスになりますので、２８６万１，９１３円となりま

す。 

 公租公課でございます。３６万円の予算に対して、１３万７，０８３円

でございます。法人税１９万４，７００円、うち法人税均等割７万円は一

般会計から戻入れ、戻入がございました。消費税１万１，７７９円、印紙

代等となっておりまして、残額が、差異が２２万２，９１７円となってお

ります。 

 ３自主事業収入です。こちらは物販事業での収入で、「観梅のつどいコ

ンサート」や朗読会などを実施し、指定管理事業に加え、さらに事業活動

を充実させるための事業費用となっております。少し、まだ、収入が微増

でございましたので、支出については事業を厳選して支出するようにいた

しました。予算額１１６万円に対して支出は６７万４，０５４円、差異が

４８万５，９４６円で、予算執行率は５８．１％です。 

 差異が大きいのは備品費です。２７万円に対して８万５，８００円で、

１８万４，２００円の残になっています。こちらはコロナに対応するさま

ざまな備品購入というのをこれまで続けてまいりましたが、一段落しまし

て、今年は空気清浄機１台を購入した費用となっております。 

 これで事業活動支出の合計が、決算額が４１２万７，０８７円で、事業

活動収支の差額が３９万６，７９４円となります。 

 投資活動、それから財務活動の収支の部は、０円でございます。 

 次に、予備費支出でございます。予備費の支出はございませんでした。 

 当期の収支差額は３９万６，７９４円で、前期繰越収支差額に４７８万

１，６７４円を足した次期繰越収支差額は５１７万８，４６８円となりま
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す。 

 次に、５ページを御覧ください。正味財産増減計算書です。令和４年４

月１日から令和５年３月３１日までの一般会計と特別会計の連結した事業

費の収支、資産の増減を表しています。正味財産の増減は、貸借対照表に

反映されております。増減の理由については、右側の説明欄を御覧いただ

いて、増減が大きな項目だけ御説明いたします。 

 まず、Ⅰ正味財産増減の部、指定管理料でございます。５８万円の減で

ございますが、これは隔年実施のくん蒸と環境調査費の差額によるもので

ございます。 

 次に、利用料金収入です。頒布料は『生きるなり』の販売が非常に好調

でございましたので、昨年より６５万９，０００円余りが売上増になって

おります。 

 次に、雑収入でございます。当年度に対して減が９８万３，２５２円で

ございますが、再興支援事業の補助金については前年度の支援事業の補助

金よりも１００万円余り減でございましたので、９８万３，２５２円の減

となっております。 

 自主事業収入では、物品販売事業が１万６，０００円余り増になってお

りまして、微増ということでございます。 

 また、諸収入のほうでは、１７万６，８７５円増になっております。こ

れは写真貸出料や送料の増ということで反映したものでございます。 

 経常収益の合計が１億３，３１５万７，１０８円でございます。 

 ２経常費用でございます。人件費のほうが１１９万４，５４２円の増に

なっております。主に職員の定期昇給、期末手当の改正、通勤手当等の増

に伴ったり、臨時職員の最低賃金の改定に伴う時給増でございます。 

 また、コロナが一段落したことにより、長距離の調査や研修に関わる旅

費の費用が増になりました。 

 次に、事務費のほうでは微増でございまして、９万１，８９６円の増と

いうことでございます。負担金では職員の研修費の増、それから好調だっ

た販売のほうの関係で公租公課が５万３，０００円余り増となっています。 

 事業費でございます。全体では６０万８５０円の減でございます。これ

は、臨時休館に伴う事業減が主なものでございます。 

 次に、６ページでございます。資料管理事業費の委託料が２７万円余り

増になっております。旧実篤邸内の所蔵資料の防虫消毒という委託が昨年、

令和４年度から実施されておりますので、その関係の増になります。 
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 情報提供システム事業費のほうは、５４万８，０００円余り減でござい

ますが、システムの入替えに伴う作業が終了したり、リース料の見直しに

よる減によるものでございます。 

 次に、施設管理費です。施設管理事業費では、主に委託料のほうで１０

４万６，０００円余り減となっておりますが、これは隔年実施のくん蒸と

環境調査の差額による減でございます。 

 次に、実篤公園管理事業費です。委託料が７４万６，０００円余り増に

なっております。これは最低賃金増に伴うシルバーの委託料の増、それか

ら旧実篤邸の窓枠改修等の委託が入っていることで、大幅な増となってい

ます。 

 自主事業費でございます。全体では２９万７，６７９円の増でございま

す。 

 物品販売事業で、商品仕入費が４３万１，３３０円の増となっておりま

す。これはチョコレートを４００個余り増にしたということと、昨今のい

ろんな物価高で商品の仕入価格の単価が上がっているというようなことも

反映しております。 

 次に、公租公課費です。８万３，７３３円の減でございます。これは法

人税一括のための一般会計の均等割の戻入れによる減でございます。後ほ

ど、対応の変更がありましたので、御説明させていただきます。 

 減価償却費でございます。当期の減価償却費減の固定資産のものでござ

います。それが８万８，４９６円減となっております。 

 自主事業は全体では７万６，０００円余りが減となっております。これ

により当期経常費用の計が１億２，８２４万６，７８４円で昨年より７４

万３，６２１円の増でございます。 

 当期経常増減額につきましては、４９１万３２４円で、昨年より２０万

８，０００円余り減となっております。 

 次に、７ページを御覧ください。他会計振替前の当期一般正味財産増減

額でございます。４９１万３２４円。返還金マイナス４７７万９，０１６

円で、当期一般正味財産増減額が１３万１，３０８円になります。昨年よ

り１万３，０００円余りが減となっております。これにより一般正味財産

期首残高が５９７万６，１９４円でしたので、一般正味財産期末残高が、

６１０万７，５０２円となります。 

 次に、Ⅱ指定正味財産増減の部でございます。これまで法人税の一括払

いのため、一般会計の均等割分を寄附金で処理しておりました。これは税
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金対策でこのような形をしておりましたが、なかなか会計上分かりにくい

というようなことがございまして、特別会計に直接戻入れの処理をしたた

め、今年は寄附金が発生しておりません。ただし、事業団時代からの寄附

金、繰越の費用が寄附金となっておりますので、それと併せて今期の指定

正味財産期末残高は５２６万９，７６８円で、前期との増減はゼロでござ

います。 

 Ⅲ基本金増減の部でございます。基本金は調布市からで、３００万円で

ございます。これにより正味財産期末残高は１，４３７万７，２７０円で、

昨年との差額は１３万１，３０８円になります。 

 次に、８ページを御覧ください。令和４年度の貸借対照表で、令和５年

３月３１日現在の負債を含めた資産の合計を表しています。現在の資産な

どがどのような状態かを示すものでございます。 

 Ⅰ資産の部、１流動資産です。現金預金が２，９５１万１，３６６円、

そのほか、商品の期末残高が１６１万８，１８２円、前払金として令和５

年度のカレンダーにより４月１日に保険料が支払えないことから、３月中

に支払ったもの、２万６，１７０円が前払金として計上されて、流動資産

合計が３，１３９万２，６２２円、増減が２３５万６，７９１円になりま

す。 

 次に、２固定資産でございます。基本財産が昨年度の令和４年１２月２

７日まで大阪府の有価証券を持っておりましたが、満期償還ということで

２９９万５，２０２円がマイナスとなっております。満期償還の関係の金

額は、全て三井住友の普通口座のほうに３００万円、現在基本財産は管理

されております。 

 なお、現在の金利状況が不安定なことから、有効的な投資有価証券を見

定めた上で今後も運用に努めていきたいというふうに考えております。 

 ２その他固定資産です。什器備品に関しては７９万６，４６５円、期末

簿価でございます。ミュージアムショップの什器の期末簿価に当たります。

リース資産が７６１万５，５３８円、固定資産合計が８４１万２，００３

円でございまして、資産の合計が３，９８０万４，６２５円になります。 

 次に負債の部でございます。未払費用、預り金、前受金、未払消費税、

法人税、リース債務などの流動負債の合計は、２，５４２万７，３５５円

で、負債の合計と同額になります。 

 正味財産の部、基本金が３００万円、寄附金が５２６万９，７６８円で

ございますので、正味財産の合計が６１０万７，５０２円で、正味財産合
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計１，４３７万７，２７０円となり、前年度と増減が１３万１，３０８円

となります。 

 これが７ページのⅡの最後のところにあります正味財産期末残高の１，

４３７万７，２７０円と同額になります。 

 負債及び正味財産合計は、３，９８０万４，６２５円でございます。 

 次に、財産目録です。令和５年３月３１日現在の財団の財産目録で、現

在の資産と負債の内訳になっております。 

 現金預金では、小口現金が８万７，３２８円、普通預金が三菱銀行、そ

れから三井住友、みずほ銀行で、各銀行の普通預金で管理しております。 

 定期預金は三井住友のつつじヶ丘支店で、特別事業の積立金としての口

座でございます。 

 ほか、未収金、商品、仮払金、前払金の合計が３，１３９万２，６２２

円となります。 

 固定資産合計が８４１万２，００３円でございますので、資産合計が３，

９８０万４，６２５円になります。 

 次に、Ⅱ負債の部でございます。１流動負債の合計ですが、２，５４２

万７，３５５円でございます。これが負債合計の金額と同額になります。 

 以上で正味財産合計が１，４３７万７，２７０円で、戻りまして、７ペ

ージの正味財産増減計算書にございます正味財産期末残高と８ページの貸

借対照表にございます正味財産合計額と全て同額となります。 

 次に１０ページ、財務諸表に対する注記でございます。財務諸表作成に

当たり、重要な会計方針が記載されております。 

 次に１１ページ、監査報告です。令和５年４月２５日に行われました新

井監事、中川監事による業務監査及び会計監査の結果につきましての監査

報告です。 

 以上、雑駁ではございますが、令和５年度一般財団法人調布市武者小路

実篤記念館収支決算の説明とさせていただきます。 

○武者小路理事長  どうも御苦労さまでした。 

 ただいま事務局から議案第１０号の説明がありました。 

 続きまして、中川監事から一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定款

第２６条の規定により、令和４年度収支決算につきまして、監査報告をし

ていただきます。よろしくお願いいたします。 

○中川監事  監事を代表いたしまして、一般財団法人調布市武者小路実

篤記念館定款第２６条及び関連法令に基づきまして、令和４年４月１日か
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ら令和５年３月３１日までの令和４年度における業務監査及び会計監査の

結果につきまして、御報告を申し上げます。 

 去る４月２５日、調布市武者小路実篤記念館におきまして、関係帳簿を

基に令和４年度の決算につきまして、事務局より説明を受けました。記載

された全ての内容について慎重に監査をいたしました結果、事業報告は妥

当であり、貸借対照表、正味財産増減計算書及び財産目録は、公正妥当と

認められます。 

 公益法人会計基準及び関係法令並びに一般財団法人調布市武者小路実篤

記念館定款及び会計規程に従い、法人の財産及び収支の状況を正しく表示

しているものと認め、事務処理及び計数上のいずれの点につきましても、

適正に執行されているものと認められました。 

 以上でございます。 

○武者小路理事長  ありがとうございます。 

 それでは、議案第１０号について、質疑、御意見等ございましたら、お

願いいたします。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、質疑はこれまでとして採決を行います。 

 議案第１０号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館令和４年度収支

決算の承認について」、異議はございますでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○武者小路理事長  異議なしと認め、議案第１０号「一般財団法人調布

市武者小路実篤記念館令和４年度収支決算の承認について」は、了承する

ことと決定いたしました。 

 次に、議案第１１号「令和５年度役員賠償責任保険の契約について」を

議題といたします。 

 では、事務局から説明をお願いします。 

○事務局  議案第１１号「令和５年度役員賠償責任保険の契約につい

て」、上記の議案を提出する。令和５年５月２日。提出者、一般財団法人

調布市武者小路実篤記念館理事長、武者小路知行。提案理由、一般社団法

人及び一般財団法人に関する法律第１９８条の２の規定（同法第１１８条

の３の準用）により、決議を求めるため、提案するものでございます。 

 お配りしております「会社役員賠償責任保険のご案内」も合わせて御覧

いただきながら、御説明させていただきたいと思います。 

 当財団は、役員個人が賠償責任を問われることに備え、財団が発足した
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平成２５年度から役員賠償責任保険に加入しております。 

 単年度加入となっており、１年ごとの契約更新を繰り返してまいりまし

たが、令和３年３月１日に施行されました会社法の一部を改正する法律の

施行に伴う関係法律の整備等に関する法律に伴い、一般社団法人及び一般

財団法人に関する法律が改正され、役員賠償責任保険の契約に当たっては、

事前の理事会決議が必要となりました。また、当該契約が決議承認を受け

た内容である場合は、利益双反取引に該当しないことが明文化されました。 

 現在契約を予定しております保険概要につきましては、事前にお配りし

た会社役員賠償責任保険の御案内のとおりでございます。保険の名称は損

害保険ジャパン株式会社の会社役員賠償責任保険、被保険者は本理事会評

議員会の理事、監事及び評議員でございます。保険期間は令和５年７月か

ら令和６年７月、保険料は年額８万５，０００円が予定価格となっており

ます。 

 被保険者の行為に起因して保険期間中に被保険者に対して損害賠償請求

がなされたことにより、被保険者が被る損害について損害賠償や控訴等の

費用が補塡され、支払い限度額は１億円となっております。 

 説明は以上です。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○武者小路理事長  ただいま事務局から議案第１１号の説明がありまし

た。質疑、御意見等ございましたら、よろしくお願いします。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、質疑はこれまでとして、採決を行います。 

 議案第１１号「令和５年度役員賠償責任保険の契約について」、異議は

ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○武者小路理事長  異議なしと認め、議案第１１号「令和５年度役員賠

償責任保険の契約について」は、了承することと決定いたしました。 

 次に、議案第１２号、「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評

議員会に提出する「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館役員等の報酬

等及び費用支給の基準に関する規則の一部を改正する規則」について」を

議題といたします。 

 それでは、事務局から説明をお願いします。 

○事務局  議案第１２号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時

評議員会に提出する「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館役員等の報

酬等及び費用支給の基準に関する規則の一部を改正する規則」について」、
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上記の議案を提出する。令和５年５月２日。提出者、一般財団法人調布市

武者小路実篤記念館理事長、武者小路知行。提案理由、一般社団法人及び

一般財団法人に関する法律第１９７条の規定（同法第８９条の準用）によ

り、決議を求めるため、提案するものであります。 

 規則の案が添付されておりますので、そちらを御覧いただきたいと思い

ます。 

 本議案は常務理事の報酬について改めるものでございます。背景といた

しましては、地方公務員法の改正による職員の定年延長に関連し、調布市

と市の外郭団体での給与面の格差を解消するため、調布市より新たな報酬

額の提示と人件費用補助金での措置がありました。このため、一般社団法

人及び一般財団法人に関する法律第１９７条にて準用する同法第８９条に

基づき、規則の改正について評議員会にお諮りするものです。 

 内容といたしましては、規則第３条第５項に関わる別表第１のうち、常

務理事の報酬額について、週４日の勤務の場合は１か月３２万円を３５万

８，０００円に、週５日勤務の場合、１か月４０万円を４４万７，５００

円にそれぞれ改めます。 

 また、附則において令和５年４月１日に遡って適用することを規定する

ものです。 

 以上で説明は終わります。 

○武者小路理事長  ただいま事務局から議案第１２号の説明がございま

した。質疑、御意見等ございましたら、よろしくお願いいたします。 

 特にございませんか。 

 それでは、質疑をここまでとして採決をいたします。 

 議案第１２号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員会に

提出する「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館役員等の報酬等及び費

用支給の基準に関する規則の一部を改正する規則」について」、御異議は

ございませんでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○武者小路理事長  それでは、異議なしと認め、議案第１２号「一般財

団法人調布市武者小路実篤記念館定時評議員会に提出する「一般財団法人

調布市武者小路実篤記念館役員等の報酬等及び費用支給の基準に関する規

則の一部を改正する規則」について」、了承することと決定いたしました。 

 次に、議案第１３号「令和５年度第１回定時評議員会招集について」を

議題といたします。 
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 先ほど議決されました議案のうち、第１１号議案を除く議案第１号から

第８号の人事に関する議案、議案第９号及び議案第１０号の令和４年度事

業報告、決算に関わる議案、議案第１２号役員報酬に関する議案、以上１

１件の議案については、法令や定款の定めにより評議員会の承認を受けな

ければならないことになっておりますので、評議員会は定款第１７条第１

項において理事会の決議により、理事長が招集するとされておりますので、

令和５年５月１９日、午後１時３０分、実篤記念館を会場として評議員会

を招集いたしたいと思います。この件について御異議ございますでしょう

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○武者小路理事長  それでは異議なしと認め、議案第１３号「令和５年

度第１回定時評議員会招集について」は、承認することといたしました。 

 審議事項については以上となります。 

 続きまして、次第の（２）報告事項です。 

 報告第１号「理事長及び常務理事の職務執行について」は、先ほど御審

議いただいた議案第９号「一般財団法人調布市武者小路実篤記念館令和４

年度事業報告の承認について」及び議案第１０号「一般財団法人調布市武

者小路実篤記念館令和４年度収支決算の承認について」において、説明と

質疑を行っております。これをもって、職務執行状況の報告に代えさせて

いただきますので御了承ください。 

 次に、報告第２号「令和４年度調布市財政援助団体等監査結果につい

て」、事務局から報告がございます。 

○事務局  報告第２号「令和４年度調布市財政援助団体等監査結果につ

いて」、上記の報告をする。令和５年５月２日。一般財団法人調布市武者

小路実篤記念館理事長、武者小路知行。 

 調布市では、市が財政援助を行っている外郭団体に対して、毎年度１か

ら２団体とその所管部署を対象に委託料や補助金等の執行状況等について

監査を実施しております。令和４年度は教育委員会郷土博物館が所管する

当財団と調布市遺跡調査会が対象団体となりました。 

 本年３月３０日に監査委員による結果の公表があり、その内容といたし

ましては、報告書４ページの中ほどにありますとおり、「法令等に従いお

おむね適正に執行されているものと認められるが、一部に留意を要する事

項が見受けられたので、早急に改善措置を講じられたい」というものであ

ります。詳細については報告書を御覧いただければと思います。 
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 当財団といたしましては、留意事項についてすぐに対応が可能なものに

ついては、令和５年度から規則等の改正を行って対応したほか、規則等の

文言について慎重な検討が必要で改正に至っていないものについても、そ

の多くについては留意事項を踏まえて実務運用上での対応を図っておりま

す。残る課題などについては、今年度順次適切に対応を図ってまいる所存

でありますので、御理解のほどお願い申し上げます。 

 以上です。 

○武者小路理事長  ただいま事務局から報告第２号の説明がございまし

た。質疑、御意見等がございましたら、よろしくお願いいたします。 

 それでは、御質問がないようで、ここまでといたしまして、報告第２号

「令和４年度調布市財政援助団体等監査結果について」は御了承願います。 

 次に、報告第３号「令和５年第２回調布市議会定例会に提出する一般財

団法人調布市武者小路実篤記念館の経営状況報告について」、事務局から

報告をお願いします。 

○事務局  報告第３号「令和５年第２回調布市市議会定例会に提出する

一般財団法人調布市武者小路実篤記念館の経営状況報告について」、上記

の報告をする。令和５年５月２日。一般財団法人調布市武者小路実篤記念

館理事長、武者小路知行。 

 それでは、御説明させていただきます。 

 これは調布市における財政監理団体である一般財団法人調布市武者小路

実篤記念館の令和４年度における事業と収支決算に関する経営状況及び令

和５年度の事業計画と収支予算について、来る令和５年６月に開催が予定

されている第２回調布市議会定例会の報告案件として提出する必要がある

ため提出するものでございます。 

 報告の中身につきましては、本日御承認していただいた議案の内容及び

３月の理事会で御了承いただいた令和５年度の事業計画を基にして報告書

を作成していくものでございます。 

 説明は以上です。 

○武者小路理事長  ただいま事務局から報告第３号の説明がございまし

た。御質問等がありましたらお願いいたします。 

 それでは、質問がないようですので、報告第３号「令和５年第２回調布

市議会定例会に提出する一般財団法人調布市武者小路実篤記念館の経営状

況報告について」は御了承願います。 

 次に、次第（３）その他です。事務局からありましたら、よろしくお願
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いします。 

○事務局  それでは、本日お配りしました資料について少し御説明をさ

せていただきたいと存じます。 

 先ほど事業報告のほうでも少し触れましたが、事業報告の参考資料を４

ページに図版をまとめてございます。それが参考資料の１になります。参

考資料２に実篤記念館・実篤公園の３年間の利用者の推移のグラフをお配

りしております。記念館の利用者と来園者と、それから旧実篤邸の利用者

の推移ということでございます。この３年間はコロナの影響、それからそ

こからの回復ということで、今までとはちょっと違う形になっております。

それぞれ休館期間などもございました。 

 その次の参考資料３は、アンケートのグラフになっております。大きな

変動はございませんが、アンケートの回答率はそれほど高くないのですけ

れども、他県の分布などもある程度参考になっているかと考えております。 

 それから、その後の５ページ目のところに、利用者からの要望など、ア

ンケートの記入欄にあったものです。これについて、何らかこちら側の見

解の必要なものをまとめて、右側のところに改善や対応などの報告を記載

しております。 

 それから、一番最後に新聞をまとめたものをお配りしております。前回

の理事会からあまり日がたっておりませんので件数は少ないのですが、そ

のかわり、特に東京新聞さんが続けて取り上げてくださいまして、展覧会

のみならず学校との連携などを大きな記事としていただきました。この東

京新聞の若葉小との記事に関しましては、かなり反響が大きく、展覧会で

はなくて、子どもたちの作品を見たいという、保護者ではない方からのそ

ういった入館時のお声がけなどもございました。 

 それから、ボランティアの募集などにつきましても、こちらにありまし

た記事なのですが、調布ＦＭさんとか、メディアから関心を持っていただ

けたという状況でした。 

 それから、裏側のところに「ヒカリモ」の記事が出て、これは東京新聞

なのですが、このほかに取材といたしましては、読売新聞さんからもいた

だいておりまして、間もなく出したいというところまでになっております。

短い間ではございますが、かなりのお取上げをいただいたかなというふう

に考えております。 

 それから、お配りしておりますのが、今回の展覧会の図録をお手元にお

配りしています。４月２９日から開催しております春の特別展「武者小路
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実篤の１９２３年」の図録でございます。１９２３年というのは大正１２

年で、関東大震災があった年でございますが、前回チラシなどでも御紹介

いたしましたが、１年間を取り上げるというテーマの取り方は当館として

も初めてで、１年いろんな激動もあった中で、実篤自身にとっても公私と

もにいろいろな禍福のあった年が、実際にどんな年であったかということ

を丁寧にたどってみました。こういったことも、個人史としても歴史とし

ても教科書的な歴史ではなくて、もうちょっとリアルな歴史としても実感

がある内容にできたかなというふうに考えております。展覧会のほうもお

時間があったらぜひ御覧いただきたいと存じます。 

 それから、今年度の展覧会の日程の御案内もお配りしております。 

 事業計画のところで御説明したように、改修工事がありますために１か

月半ほど、１１月の末から１月の半ば過ぎまで、令和５年度も休館をする

こととなっております。その期間は休館でございますが、令和５年度とい

たしましては、このようなスケジュールで展覧会を開催してまいります。 

 簡単ですが、配付資料のほうの説明とさせていただきました。 

○武者小路理事長  ありがとうございました。ただいま、事務局から報

告がありました。 

 何か質問等ございますでしょうか。 

 よろしいですか。 

 それでは、本日予定していた議題等は全て終了いたしました。 

 これをもちまして、第１回一般財団法人調布市武者小路実篤記念館令和

５年度第１回定時理事会を閉会とさせていただきます。 

 皆さん、どうもありがとうございました。 

 

（午後３時 閉会） 

 


